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	 超伝導が約 100年前に発見されて以来、「室温」の超伝導体の発見および生成は、物理研究
者を長く魅了するターゲットである。近年、硫化水素（H2S）を圧縮したものにおいて 200 K
を超える超伝導が報告された[1]。 
	 我々は、放射光 X線を用いた結晶構造回折と電気抵抗による超伝導検出等を同時に行い、超
伝導相の結晶構造を明らかにした。実験は硫化軽水素（H2S）と硫化重水素（D2S）を用いて
行った。文献 1と全く同じプロセスでダイヤモンドアンビルセルにより 150 GPaまで圧縮した
試料を、SPring-8 / BL10XUに設置したクライオスタットで 10 Kまで冷却した。その冷却過
程では電気抵抗をモニターし、超伝導転移（抵抗０）を約 180 Kで観測した。同時に収集した
X線回折データは H3Sの形成を示唆する硫黄が bcc位置に配置した構造を示した[2]。この構造
は、理論予測[3]された R3mと Im-3m構造とよく一致したが、同時測定した電気抵抗の圧力依
存性をもとに Im-3m構造が 200 Kの超伝導相であると結論した。また低温下（10 K）と室温
下において結晶構造に違いは観察されなかった。 
	 500 GPaを超える超高圧で固体金属水素には室温超伝導が予測されているが、水素貯蔵合金
や炭化水素などの水素を多く含む、水素リッチな系の高圧状態においても水素由来の超伝導が

期待できると考えられる。今回の結果は、他の水素リッチなシステムにもより高い高温超伝導

の可能性を示唆しているといえる。 
	 本研究は科研費特別推進研究（26000006)の助成を受けたものである。 
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